
古
文
書
フ
ァ
ン
皆
様
に
朗
報
！

秋
田
県
公
文
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
後
期

に
至
る
秋
田
藩
の
事
績
を
記
し
た
『
国
典
類
抄

（
全
十
九
巻
）
に

』

登
場
す
る

の
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
二

地
名
（
秋
田
県
内
）
・
人
名
・
役
職
名

月
十
四
日
（
火
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

「
私
の
探
し
て
い
る
人
物
は
『
国
典
類
抄
』
に
出
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

と
お
悩
み
の
そ
ん
な
あ
な
た
。

か
…
」

「
自
分
の
住
む
場
所
が
『
国
典
類
抄
』
の
何
巻
の
ど
こ
に
出
て
い
る
の

を
調
べ
た
い
郷
土
史
大
好
き
な
そ
ん
な
あ
な
た
。

か
…
」

「
確
か
私
の
先
祖
は
秋
田
藩
の
重
職
で
あ
る×

×
役
に
就
い
て
い
た

と
確
認
し
た
い
そ
ん
な
あ
な
た
。

と
聞
い
た
の
で
…
」

は
た
ま
た
歴
史
研
究
の
最
前
線
に
い
る
、
そ
ん
な
あ
な
た
。

皆
様
ふ
る
っ
て
公
文
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

全
十
九
巻
の
『
国
典
類
抄
』
を
即
座
に
調
べ
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
う
れ
し
い
情
報
！

三
月
中
旬
、
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴

い
、
御
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
「

国
典
類
抄
』
検
索
目
録
」
を
見

『

．
．
．
．
．
．
．
．
．

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
御
利

用
く
だ
さ
い
。

「
幕
末
の
秋
田
藩
家
老
宇
都
宮
孟
綱
の
日
記
が
お
手

う

つ

の

み

や

た

け

つ

な

ご
ろ
価
格

で
あ
な
た
の
手
に
」

（
五
千
円
）

本
年
三
月
刊
行
の

宇
都
宮
孟
綱
日
記

第
１
巻
の
魅
力
を

古

『

』

「

文
書
倶
楽
部
」
第
５
号
に
引
き
続
き
紹
介
し
ま
す
。

弘
化
元
年
大
晦
日
、
秋
田
藩
江
戸
屋
敷
炎
上
事
件

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
十
二
月
の
大
晦
日
の
夜
、
下
谷
七
軒
町

（
東
京
都
台
東
区
）
に
あ
っ
た
秋
田
藩
の
上
屋
敷
が
炎
上
し
ま
す
。

か

み

や

し

き

近
隣
の
協
力
も
あ
り
幸
い
大
火
災
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
藩

主
一
門
の
鼎
様
（
佐
竹
義
路
）
の
屋
敷
が
焼
け
落
ち
ま
す
。

か
な

え

と
こ
ろ
が
こ
の
鼎
様
、
か
な
り
の
く
せ
者
。
藩
主
か
ら
の
火
事
見

舞
い
百
両
を
も
ら
う
も
、
避
難
し
た
長
屋
が

と
文
句
。
そ
し

「
狭
い
」

て
藩
主
側
近
の
志
賀
猪
三
郎
の
長
屋
に
住
み
た
い
と
言
い
出
す
始

末
。
当
然
志
賀
の
新
た
な
す
み
か
も
手
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、

。

わ
が
ま
ま
な
鼎
様
の
申
し
出
は

宇
都
宮
に
と
っ
て
は
頭
痛
の
種

「
う
ま
く
い
か
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
が
精
一
杯
。
当

の
猪
三
郎
は

お
任
せ
し
ま
す

と
あ
き
ら
め
半
分

だ
が
金
大
之
進

「

」

。

こ

ん

だ

い

の

し

ん

・
岡
糺
ら
藩
主
側
近
と
勘
定
奉
行
田
代
新
右
衛
門
は
一
致
団
結
し
宇

お

か

た

だ

し

都
宮
を
「

」
と
突
き
上
げ
る
。
こ

御
受
不
相
成
趣
逐
一
申
談
候

あ

い

な

ら

ざ

る

お

も

む

き

も

う

し

だ

ん

じ

そ

う

ろ

う

の
よ
う
な
場
面
も
家
老
に
は
つ
ら
い
と
こ
ろ
。

結
局
は
新
右
衛
門
が
鼎
様
を
説
得
し
、
わ
が
ま
ま
の
矛
先
を
収
め

さ
せ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
わ
が
ま
ま
は
、
や
は
り
今
も
昔
も
許
せ

。

（

）

な
い
も
の
で
す
ね

畑
中
康
博

第
１
巻
の
お
申
し
込
み
は
、
秋
田
活
版
印
刷

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』

う

つ

の

み

や

た

け

つ

な

株
式
会
社
（
電
話
０
１
８
ー
８
８
８
ー
３
５
０
０
）
で
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
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佐
竹
藩
御
火
消
御
合
印
御
本
図
帳

（
Ａ
Ｈ
３
１
７
ー
２
９
）

一
般
に
江
戸
の
消
火
活
動
に
当

た
っ
た
の
は
、
八
代
将
軍
徳
川
吉

宗
が
創
設
さ
せ
た
「
い
ろ
は
四
十

」

。

八
組

の
町
火
消
し
が
有
名
で
す

し
か
し
武
家
地
の
消
火
活
動
は

「

」

。

大
名
火
消
し

の
役
割
で
し
た

当
館
所
蔵
の
「
佐
竹
藩
御
火
消

御
合
印
御
本
図
帳
」
に
は
、
享
保

二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
制
定
さ

れ
た
秋
田
藩
の
火
消
装
束
と
道
具

が
彩
色
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
火
消
装
束
」
と
は
、
赤
穂
浪

士
が
討
ち
入
り
の
時
に
着
用
し
て

い
る
あ
の
格
好
で
す
。
こ
の
史
料

か
ら
、
上
級
武
士
は
自
分
の
家
紋

を
入
れ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
黒

羽
織
を
着
用
し
ま
す
が
、
下
級
武

士
は
源
氏
香
の
紋
が
つ
い
た
貸
与

の
羽
織
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
ま
た
足
軽
や
中
間

の
羽
織
は
草
色
で
し
た
。
更
に
役

職
ご
と
に
襟
の
デ
ザ
イ
ン
が
異
な

っ
て
お
り
、
一
目
で
身
分
の
上
下

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

秋
田
藩
江
戸
藩
邸
に
は
「
角
繋
組

「
輪
違
組

「
朱

」

」

か

く

つ

な

ぎ

わ

ち

が

い

一
本
筋
組

「
朱
弐
本
筋
組
」
の
四
部
隊
が
あ
り
、
そ

」

れ
ぞ
れ
異
な
る
ま
と
い
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
更
に
藩

主
が
火
災
現
場
で
指
揮
を
執
る
場
合
は
、
家
来
が
扇
に

月
丸
の
佐
竹
の
家
紋
が
入
っ
た
赤
い
提
灯
を
持
つ
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

凝
っ
た
意
匠
の
羽
織
を
た
な
び
か
せ
て
、
他
の
大
名

火
消
し
に
負
け
じ
と
江
戸
の
町
を
疾
駆
す
る
秋
田
藩
士

の
姿
を
思
い
描
く
と
、
泰
平
の
世
で
戦
争
気
分
に
ひ
た

る
武
士
と
、
そ
れ
を
沿
道
で
喝
采
す
る
野
次
馬
の
姿
が

浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
か
？

（
畑
中
康
博
）

秋
田
藩
上
級
武
士
の
子
供
の
祝
い
事

「
渋
江
和
光
日
記
」
を
通
し
て
、
子
供
の
誕
生
か
ら

出
仕
ま
で
ど
ん
な
祝
い
事
が
あ
る
か
、
和
光
の
長
男
敬

太
郎
と
次
男
貞
治
の
場
合
を
見
ま
す
。

（
カ
ッ
コ
は
「
渋
江
和
光
日
記
」
に
記
述
の
あ
る
日
付
で
す
）

敬
太
郎
（
文
化
十
三
年
十
月
十
九
日
）

誕
生

貞
治

（
同
十
四
年
十
一
月
二
十
日
）

（

）

産
穢

和
光
勤
め
を
休
む

同
十
三
年
十
月
二
十
四
日

さ

ん

え

敬
太
郎
（
同
十
三
年
十
月
二
十
一
日
）

三
つ
目
の
祝

敬
太
郎
（
同
十
三
年
十
月
二
十
七
日
）

名
付
け
の
祝

敬
太
郎
の
母
が
武
家
の
妻
と
し
て
の
役
割

坐
出
の
祝

を
勤
め
る
（
同
十
三
年
十
一
月
十
一
日
）

敬
太
郎
に
紋
付
衣
裳
が
贈
ら
れ
る
（
同

産
着
初
の
祝

う

ぶ

ぎ

年
十
一
月
四
日

（
同
年
十
一
月
十
九

）

日
）

敬
太
郎
誕
生
約
百
日
目
（
同
十
四

箸
初
め
の
祝

年
四

月
二
十
九
日
）

敬
太
郎
の
幟
仕
立
（
同
年
四
月
二
十
七
日
）

初
節
句

幟
立
て
（
同
年
五
月
朔
日
）

敬
太
郎
の
場
合
（
同
年
十
月
十
九
日
）

初
誕
生
日

（

）

御
宮
祠
堂
拝
礼

敬
太
郎
・
お

同
年
十
一
月
九
日

貞
治
五
歳
、
袴
着
の
祝
と
称
す
（
文
政
四

髪
置
の
祝

年
十
二
月
十
九
日
）

貞
治
童
形
御
目
見
元
服
出
仕
、
十
五
歳
（
同
十

出
仕

二
年
十
二
月
九
日

・
出
仕
、
十
六
歳
（
天
保

）

）

（

）

元
年
四
月
五
日

越
中
正
一
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